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四 日 市 市 の 工 業

一 港 湾 との 関 連 を 中 心 と して -

遠 藤 幸 子

この論文は,四日市市の工業を四日市港 の機能 との関連からとらえたものである.第-章｢四

日市市の概観｣では,四 日市市に関する基礎的を事項を把握 して,後章を理解する助けとし人文壕

境 とくVC,四日市市の沿革 と人 口VC力をいれた｡第二章 ｢港湾 との関連からみた四日市市の工業の

発展と構造 ｣は, この論文の骨子ともVlうべき章であD,四日市市の工業の先腹の過程及び現状を

あくまで四日市港の機能の変遷 と実態VC対照させて論 じたものである｡

ある地域の工業を理解するためには, まず工業センサスを読み取ることから始めるのが一般的で

あるが,本論では四日市市役所発行の工業センサス調査結果報告を中心に使い,港湾統計の類をも

併行 して用いた.たとえば,四日市の三大在来工業の一つである植物油工業は第一次大戦後VC, こ

れまでの菜種油一辺倒の生産から脱却 して,大豆油 ･ど郎由なども生産するようVEな-た｡この原

料をすべて輸入に頼ったことから.港湾立地型の産業に覆っていったということに着目L,四日市

港の植物油滴原料の種類別輸入量の変遷やそれらの四日市港全輸入額VCしめる割合,そして現在の

植物油工菜の四日市の工業VC占める位置を壷賓夜間題 として収9上げたO

四日市市を対象地域 とした工業地理学関係の論文は多いがそれらは普,工業のほんの一面のみを●

取 9上げて論 じたVC過ぎず,結局,四日市の工業を全体として把握 していをVlように思われる｡そ

こで,私 としては,四日市の工業をもっと大きく把握 したいと考え｢四日市市史｣の力を借 9,港

湾 との関連から追求することにした (第二章薦一節 :工業の発展の経過 )｡海上交通の発達VEより,

天然の良港をひかえて物質の集散地 として君臨 していた四日高が,明治 20年代の陸上交通の発達

vEよって商業都市としての機能を名古屋に奪われ,衰退を余儀なくされていた時,商業都市四日市

から工業都市四日市-脱反 し,四日市港を商業港から工業港へ転換させようという動きが生じてき

た｡そ して,海外貿易の隆盛 とあVlまって四日市港は,伊勢湾唯一の良港 として発展 していった｡
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市港の地位を奪っていったOこうして四日市が,すべての面で,名古屋に一歩譲ることになった経

過を述べた｡

第二章では以上のように,四日市港を行政単位の四日高市と結びつけたので, もっと広い視野に

立って四日市港の機能を探る必要性を感 じ,第三章では｢四E]商港とヒンターラン ド｣の結び付き

を工業vc焦点を当てて追求 してみたOそ してそれが単なる港湾の研究に終わることが夜いようVC凶

日市市の威維工業とも関係があ9,かつ四日市港の代表的を繭人品でもある羊毛と綿花に,そして

片貿易是正のための輸出貨物集貨対策と関係のある陶砲器に注目して論を進めた｡

都市化に伴 う世田谷区の農業の変容

奥 田 留 美 子

世田谷区は東京都の中vCおいて,政治･経済 ･商業の中心的地区の周辺住宅地として安定 した状

態VCあり,かっての｢近郊｣ということばは完全vEあてはまらなくなっている｡そして,現在市街

地化の進行 してVlる東部区部や西方の市部と臭夜9,市街地化の一段落 した本区では,農業す夜わ

ちその基盤となる農地の,住宅地供給の役割は終って, ｢緑地 ｣という都市の中の分化された一つ

の役割を持つようVCなってVlる.

一方,生業としての農菜の面から見ると,耕地率は低vlが都内VCおいて出荷量を誇る作物もあ9,

また特定の作物vC専門化 した専業農家も多く,全く農業的vC放立する要素が消え去ったとは言えを

い｡本区の農業は,地形,気候,土壌,その他の有利性を条件 として行覆われているものでは覆い.

農作物としては いたみやすい軟弱野菜,花弁園芸を中心 としてはいるが.それは価格が高いため

である｡野菜作vcおいて 経営耕地の小規模在所では自家消費用が多く,大規模の所は出荷を中心

として農業を行覆っているが,いずれ も不動産兼業による収入を中心とする慮外収入が,全収入の

何割かを占めるo員外収入の方が多h農家昼,結局産業は二義的vC夜9,作物は捨て作 9的vCをD,

最終的vCは離農する傾向があるようであるO

さて次に,本区農業全体の,現在そ して将来の方同について述べる｡本区の農業均 東京の近郊

農村地帯 としての位置を保っていた時期から今 日までの都市化の進行の過程T,農業衰退の方向を

たどるものと,住宅地化に付随した変化をしてきたものの2つの流れに別れて進行してきた｡そし
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